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(百万円未満切捨て)

１．平成30年３月期第２四半期の連結業績（平成29年４月１日～平成29年９月30日）

（１）連結経営成績(累計) (％表示は、対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

30年３月期第２四半期 32,647 △4.6 1,104 △19.6 1,095 △18.1 675 △25.2

29年３月期第２四半期 34,231 16.5 1,374 187.3 1,337 172.7 902 255.8

(注) 包括利益 30年３月期第２四半期 793百万円( 14.2％) 29年３月期第２四半期 694百万円( 124.9％)
　

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

30年３月期第２四半期 15.02 ―

29年３月期第２四半期 20.07 ―
　

　

（２）連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

30年３月期第２四半期 43,960 17,708 38.6

29年３月期 47,296 17,475 35.4

(参考) 自己資本 30年３月期第２四半期 16,957百万円 29年３月期 16,750百万円
　　　

２．配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

29年３月期 ― 0.00 ― 12.00 12.00

30年３月期 ― 0.00

30年３月期(予想) ― 12.00 12.00

(注) 直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無
　

　

　

３．平成30年３月期の連結業績予想（平成29年４月１日～平成30年３月31日）

(％表示は、対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 80,000 1.9 4,300 △7.9 4,200 △10.5 2,700 △9.1 60.04

(注) 直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無
　

決算短信（宝印刷） 2017年10月26日 09時08分 1ページ（Tess 1.50(64) 20160317_01）



※ 注記事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 ： 無

　 (連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動)

新規 ―社（社名） 、除外 ―社（社名）
　

　

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無
　

　

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無
　

　

（４）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 30年３月期２Ｑ 45,132,809株 29年３月期 45,132,809株

② 期末自己株式数 30年３月期２Ｑ 162,428株 29年３月期 160,768株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 30年３月期２Ｑ 44,971,530株 29年３月期２Ｑ 44,974,282株
　

　

※ 四半期決算短信は四半期レビューの対象外です

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
　本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判
断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等
は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての
注意事項等については、添付資料３ページ「連結業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧ください。
　当社は、平成29年11月28日にアナリスト及び機関投資家向けの四半期決算説明会を開催する予定です。当日使用す
る決算説明資料については、開催後速やかに当社ホームページに掲載する予定です。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

　当第２四半期連結累計期間における我が国経済は、企業収益や雇用・所得環境が改善傾向にある

など、緩やかな回復基調が続きました。一方で、米国やEU諸国などの不安定な政治情勢や、アジア

地域などにおける地政学的リスクの高まりなど、先行きは依然として不透明な状況で推移しまし

た。

　当社グループの属する設備工事業界におきましては、公共投資及び民間設備投資に持ち直しの動

きがみられるものの、熾烈な受注価格競争が続くなど、厳しい環境で推移しました。

　当第２四半期連結累計期間の業績につきましては、受注高396億円（前年同期比0.3％減）、売上

高326億円（前年同期比4.6％減）となりました。利益面では、売上高の減少などにより、営業利益

11億4百万円（前年同期比19.6％減）、経常利益10億95百万円（前年同期比18.1％減）、親会社株

主に帰属する四半期純利益6億75百万円（前年同期比25.2％減）となりました。

　セグメント別の状況につきましては、次のとおりであります。

　

[プラント事業]

　当セグメントにおいては、社会インフラ工事、産業システム工事、並びに太陽光以外の発電設備

工事を行っており、受注高は108億円 (前年同期比9.4％減)、売上高は82億円 (前年同期比6.5％

減)、営業利益は6億92百万円（前年同期比51.0％増）となりました。

　受注高は社会インフラ工事の減少により前年同期を下回りました。売上高は社会インフラ工事及

び発電設備工事の減少により前年同期を下回りました。営業損益は産業システム工事の工事採算の

改善により前年同期を上回りました。

　

[空調設備事業]

　当セグメントにおいては、産業プロセス空調設備工事、一般空調・衛生設備工事を行っており、

受注高は122億円（前年同期比11.6％増）、売上高は105億円（前年同期比18.2％増）、営業利益は

4億98百万円（前年同期比11.1％減）となりました。

　受注高、売上高は産業プロセス空調設備工事、一般空調・衛生設備工事ともに好調に推移したこ

とから前年同期を上回りました。営業損益は前期に高採算案件があったことから前年同期を下回り

ました。

　

[電設・建築事業]

　当セグメントにおいては、電気設備工事、建築・土木工事、並びに太陽光発電設備工事を行って

おり、受注高は110億円（前年同期比22.0％増）、売上高は75億円（前年同期比33.5％減）、営業

利益は4億27百万円（前年同期比68.1％減）となりました。

　受注高は電気設備工事の増加により前年同期を上回りました。売上高、営業損益は前期に電気設

備工事の大型案件があったことから前年同期を下回りました。

　

[電力・情報流通事業]

　当セグメントにおいては、電力送電工事、情報通信工事を行っており、受注高は27億円（前年同

期比7.8％減）、売上高は22億円（前年同期比10.1％増）、営業損失は1百万円（前年同期は34百万

円の営業利益）となりました。

　受注高は電力送電工事の減少により前年同期を下回りました。売上高は情報通信工事の工事量の

増加により前年同期を上回りました。営業損益は低採算案件があったことから前年同期を下回りま

した。

[海外事業]

　当セグメントにおいては、海外における設備工事を行っており、受注高は19億円（前年同期比

47.9％減）、売上高は33億円（前年同期比60.4％増）、営業利益は1億49百万円（前年同期は1億25

百万円の営業損失）となりました。

　受注高は前期にカンボジアの大型案件などがあったことから前年同期を下回りました。売上高、

営業損益は各国ともに堅調に推移したことから前年同期を上回りました。
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[その他]

　当セグメントにおいては、物品販売及び補修・修理等のサービス事業を行っており、受注高は8

億円（前年同期比22.2％減）、売上高は6億円（前年同期比29.1％減）、営業利益は1億48百万円

（前年同期比24.5％減）となりました。

　

（２）財政状態に関する説明

　当第２四半期連結会計期間末における総資産は、前連結会計年度末に比べ33億円減少し、439億

円となりました。主な要因は受取手形・完成工事未収入金等の減少（54億円）、未成工事支出金の

増加（13億円）、預け金の増加（4億円）であります。

　負債は、前連結会計年度末に比べ35億円減少し、262億円となりました。主な要因は支払手形・

工事未払金等の減少（24億円）、未払法人税等の減少（8億円）であります。

　純資産は、前連結会計年度末に比べ2億円増加し、177億円となりました。主な要因は配当金の支

払（5億円）、親会社株主に帰属する四半期純利益の計上（6億円）によるものであります。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

　平成30年３月期通期の連結業績予想につきましては、平成29年４月26日公表の業績予想から変更

はありません。

２．サマリー情報(注記事項)に関する事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動

　該当事項はありません

　

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

　該当事項はありません。

　

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

該当事項はありません。
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３．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成29年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成29年９月30日)

資産の部

流動資産

現金預金 4,062 4,646

受取手形・完成工事未収入金等 30,786 25,379

未成工事支出金 2,333 3,686

材料貯蔵品 185 181

預け金 2,557 2,983

その他 2,052 1,762

貸倒引当金 △214 △175

流動資産合計 41,763 38,465

固定資産

有形固定資産 2,263 2,167

無形固定資産

その他 871 786

無形固定資産合計 871 786

投資その他の資産

その他 2,587 2,730

貸倒引当金 △188 △188

投資その他の資産合計 2,398 2,541

固定資産合計 5,532 5,495

資産合計 47,296 43,960

負債の部

流動負債

支払手形・工事未払金等 18,562 16,068

短期借入金 25 26

未払法人税等 1,196 387

未成工事受入金 1,569 2,442

完成工事補償引当金 188 158

工事損失引当金 444 334

その他 2,977 2,330

流動負債合計 24,965 21,748

固定負債

退職給付に係る負債 3,610 3,310

その他 1,244 1,192

固定負債合計 4,854 4,502

負債合計 29,820 26,251

決算短信（宝印刷） 2017年10月26日 09時08分 6ページ（Tess 1.50(64) 20160317_01）



富士古河Ｅ＆Ｃ株式会社(1775) 平成30年３月期 第２四半期決算短信

5

(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成29年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成29年９月30日)

純資産の部

株主資本

資本金 1,970 1,970

資本剰余金 6,703 6,703

利益剰余金 9,006 9,142

自己株式 △27 △27

株主資本合計 17,652 17,787

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 142 181

為替換算調整勘定 △83 △103

退職給付に係る調整累計額 △961 △908

その他の包括利益累計額合計 △901 △830

非支配株主持分 724 751

純資産合計 17,475 17,708

負債純資産合計 47,296 43,960
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第２四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第２四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
　至 平成28年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
　至 平成29年９月30日)

売上高 34,231 32,647

売上原価 29,283 28,097

売上総利益 4,948 4,550

販売費及び一般管理費 3,574 3,445

営業利益 1,374 1,104

営業外収益

受取利息 4 3

受取配当金 6 5

保険解約返戻金 10 5

その他 15 9

営業外収益合計 36 24

営業外費用

支払利息 15 21

コミットメントフィー 2 5

為替差損 49 5

その他 5 0

営業外費用合計 73 33

経常利益 1,337 1,095

税金等調整前四半期純利益 1,337 1,095

法人税等合計 437 378

四半期純利益 899 717

非支配株主に帰属する四半期純利益又は非支配株主
に帰属する四半期純損失（△）

△2 42

親会社株主に帰属する四半期純利益 902 675
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四半期連結包括利益計算書

第２四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第２四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
　至 平成28年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
　至 平成29年９月30日)

四半期純利益 899 717

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 8 38

為替換算調整勘定 △257 △15

退職給付に係る調整額 44 52

その他の包括利益合計 △205 75

四半期包括利益 694 793

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 784 746

非支配株主に係る四半期包括利益 △90 46
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書

(単位：百万円)
前第２四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
　至 平成28年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
　至 平成29年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 1,337 1,095

減価償却費 188 222

のれん償却額 11 11

工事損失引当金の増減額（△は減少） 163 △110

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） △258 △277

受取利息及び受取配当金 △10 △9

支払利息 15 21

為替差損益（△は益） 20 △13

売上債権の増減額（△は増加） 8,335 5,397

未成工事支出金の増減額（△は増加） △2,264 △1,352

仕入債務の増減額（△は減少） △6,608 △2,488

未成工事受入金の増減額（△は減少） 1,644 881

その他 △143 △382

小計 2,429 2,995

利息及び配当金の受取額 10 9

利息の支払額 △15 △21

法人税等の支払額 △1,483 △1,180

営業活動によるキャッシュ・フロー 942 1,802

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △1,230 △1,210

定期預金の払戻による収入 1,246 1,339

有形固定資産の取得による支出 △35 △27

無形固定資産の取得による支出 △106 △29

関係会社株式の取得による支出 △70 △112

差入保証金の差入による支出 △5 △11

差入保証金の回収による収入 6 11

貸付けによる支出 - △6

その他 3 △2

投資活動によるキャッシュ・フロー △192 △50

財務活動によるキャッシュ・フロー

配当金の支払額 △359 △539

非支配株主への配当金の支払額 △16 △21

その他 △21 △28

財務活動によるキャッシュ・フロー △397 △589

現金及び現金同等物に係る換算差額 △245 △35

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 105 1,127

現金及び現金同等物の期首残高 3,754 5,641

連結の範囲の変更に伴う現金及び現金同等物の増減
額（△は減少）

16 -

現金及び現金同等物の四半期末残高 3,877 6,768
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（４）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

　 該当事項はありません。
　

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

　 該当事項はありません。
　

（セグメント情報等）

セグメント情報

　Ⅰ 前第２四半期連結累計期間(自 平成28年４月１日 至 平成28年９月30日)

　 報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報
(単位：百万円)

報告セグメント
その他
（注１）

合計
調整額
（注２）

四半期連結
損益計算書
計上額
（注３）

プラント

事業

空調設備

事業

電設・建築

事業

電力・

情報流通

事業

海外事業 計

売上高

外部顧客への売上高 8,771 8,953 11,420 2,043 2,075 33,264 967 34,231 ― 34,231

セグメント間の内部
売上高又は振替高

0 ― ― ― ― 0 4 4 △4 ―

計 8,771 8,953 11,420 2,043 2,075 33,264 971 34,236 △4 34,231

セグメント
利益又は損失（△）

458 560 1,337 34 △125 2,265 196 2,461 △1,087 1,374

(注) １．「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、物品販売及び補修・修理等のサ

ービス部門を含んでおります。

２．セグメント利益又は損失（△）の調整額△1,087百万円は、主に全社共通部門にかかる費用であります。

３．セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

Ⅱ 当第２四半期連結累計期間(自 平成29年４月１日 至 平成29年９月30日)

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報
(単位：百万円)

報告セグメント
その他
（注１）

合計
調整額
（注２）

四半期連結
損益計算書
計上額
（注３）

プラント

事業

空調設備

事業

電設・建築

事業

電力・

情報流通

事業

海外事業 計

売上高

外部顧客への売上高 8,202 10,585 7,595 2,249 3,329 31,962 685 32,647 ― 32,647

セグメント間の内部
売上高又は振替高

3 ― ― ― ― 3 1 4 △4 ―

計 8,205 10,585 7,595 2,249 3,329 31,965 687 32,652 △4 32,647

セグメント
利益又は損失（△）

692 498 427 △1 149 1,766 148 1,915 △810 1,104

(注) １．「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、物品販売及び補修・修理等のサ

ービス部門を含んでおります。

２．セグメント利益又は損失（△）の調整額△810百万円は、主に全社共通部門にかかる費用であります。

３．セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。
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４．補足情報

（セグメント別受注高・売上高・営業損益・受注残高）

区分

前第２四半期
連結累計期間

当第２四半期
連結累計期間

前年同期
増減

金額
（百万円）

※
構成比・
利益率
（％）

金額
（百万円）

※
構成比・
利益率
（％）

金額
（百万円）

　 　 プラント事業 11,959 30.1 10,829 27.3 △1,129

　 　 空調設備事業 10,995 27.6 12,275 31.0 1,280

電設・建築事業 9,077 22.8 11,077 27.9 2,000

　受注高 報告セグメント 電力・情報流通事業 2,936 7.4 2,709 6.8 △227

　 海外事業 3,797 9.5 1,979 5.0 △1,817

　 　 小計 38,765 97.4 38,871 98.0 106

　 その他 1,031 2.6 802 2.0 △229

　 計 39,797 100.0 39,674 100.0 △123

　 　
プラント事業

売上高 8,771 25.6 8,202 25.1 △568

　 　 営業損益 458 (5.2) 692 (8.5) 234

　 　
空調設備事業

売上高 8,953 26.2 10,585 32.4 1,631

　 　 営業損益 560 (6.3) 498 (4.7) △62

　
報告セグメント 電設・建築事業

売上高 11,420 33.4 7,595 23.3 △3,824

　 営業損益 1,337 (11.7) 427 (5.6) △910

売上高・
営業損益

　 電力・情報流通
事業

売上高 2,043 5.9 2,249 6.9 206

　 営業損益 34 (1.7) △1 (―) △35

海外事業
売上高 2,075 6.1 3,329 10.2 1,253

営業損益 △125 (―) 149 (4.5) 275

　 　
小計

売上高 33,264 97.2 31,962 97.9 △1,301

　 　 営業損益 2,265 (6.8) 1,766 (5.5) △498

　
その他

売上高 967 2.8 685 2.1 △281

　 営業損益 196 (20.3) 148 (21.7) △48

　
調整額

売上高 ― ― ― ― ―

　 営業損益 △1,087 (―) △810 (―) 277

　
計

売上高 34,231 100.0 32,647 100.0 △1,583

　 営業損益 1,374 (4.0) 1,104 (3.4) △269

　 　 プラント事業 16,770 33.2 17,407 32.4 636

　 　 空調設備事業 11,998 23.7 13,319 24.8 1,321

　 報告セグメント 電設・建築事業 11,801 23.3 13,838 25.7 2,037

受注残高 　 電力・情報流通事業 4,228 8.4 4,810 8.9 581

海外事業 5,331 10.6 4,124 7.7 △1,206

　 　 小計 50,130 99.2 53,500 99.5 3,370

　 その他 422 0.8 291 0.5 △131

　 計 50,553 100.0 53,792 100.0 3,239

　 ※１．受注高・売上高・受注残高については構成比を表示しております。

　 ※２．営業損益は利益率を括弧で表示しております。
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